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	　皆さん、こんにちは。
　本日、お忙しい中、５月期の定例教育委員会にご出席いただきまして、ありがとうございます。

　先日の川開き観光祭での音楽大パレードにおきましては、皆さん、たいへんお疲れ様でございました。大変な人出と歓迎ぶりで、パレードの対する皆さんの期待と人気のほどが伺われました。
　子どもたちの元気な演奏、そして行進は市民の皆さんへ大きな感動を与えると同時に、子どもたちにも大きな達成感を味わい、よい思い出となることと思います。これはたいへん重要なイベントだと感じました。

　また、より多くの学校に参加してもらい、この感動を味わっていただきたいとも感じました。

　そして、昨日は、大分県市町村教育委員会の総会が臼杵市で開催されまして、来年度の開催予定地が日田市となっておりますので、周到な準備のほど、皆さんをお迎えしたいと思いますので、お手数をお掛けしますが、どうぞ、よろしくお願いいたします。

　以上です。

　それでは、早速、本日の会議を始めます。

　前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いします。
　今、委員長さんのお話の中にありましたように、音楽大パレードは、非常に天気が心配されましたけれど、ほとんど、パラットという具合で、子どもたちが濡れるということがありませんでした。
　場所も本来であれば、咸宜小学校からの出発ですが、市役所からの出発。咸宜小学校が建て替えの工事に入っておりますので。場所を変えての第１回目のパレードになるわけですけど。

　たいへん、先生方の指導が行き届いていたと思います。きちんとした、整然とした、準備といいますか、待ちの姿勢で、順々にきちっと出て行きました。向こうでも、最後まで、楽器を離さずにきちんと整列ができたと思います。

　たいへん、子どもたちもいい体験をして、いい思い出ができたであろうと思います。

　しかしながら、この連休から連休明けにかけまして、たいへん交通事故が多く発生しております。

　小さなものまで入れまして10数件起きております。

　特に目立ったのが、自転車を横丁から飛び出すときに、降りて確認するとかということなしに、そのまま出て行って、ガチャンとかいということになって、けがをした子どもたちもいます。
　特に今年いちばん気になった事例が２件あります。
　それは、被害者になったんではなくて、子どもたちが加害者になった自転車事故が起きております。

　相手はどちらともお年寄りでございまして、簡単に言えば、手首の骨を折るとか、縫わなきゃならないことになっておりまして、急に入って来て、出会い頭にガチャンとか、校門を出てガチャンとかいう形の事故でありますので、昨日は市の小学校の先生方が全員集まる会議がありましたので、そこで、特に今年こういう事故が多いから、注意喚起を学校教育課長の方からしていただきました。
　先生方もあとの２件、加害者になった子の事例は、初めてでありますので、たいへん緊張して聞いておったと思います。

　なお、今後も自転車については、飛び出し、夜間の無灯火等を止めるように指導してまいりたいと思っています。

　以上です。

　はい、ありがとうございました。
　只今の教育長からの報告事項につきまして、ご質問などございませんか。
　ありませんか。
　それでは、議事に入ります。説明をお願いします。
　議案第42号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課お願いします。
　議案集の１ページそれから、別冊の補正予算書の１ページをお願いします。
　議案第42号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費についてでございます。
　今回の教育費補正予算をお願いいたしますのは、２件でございます。
　１件目は、大明地区に小中一貫校が平成25年度に開校することになりましたことから、同小中学校の校舎建設にあたりまして、校舎建設の実施設計等の委託料を補正するものでございます。
　また、２件目といたしまして、県の森林体験学習促進事業の推進校として、昨年度に引き続きまして高瀬小学校が指定されましたことに伴いまして、補正するものでございます。
　詳細につきましては、書記よりご説明いたしますので、よろしくお願いいたします。
　別冊資料の１ページをお願いいたします。
　歳入でございます。
　15款3項8目の教育費県委託金でございます。

　補正額といたしまして30万増、計409万6千円と補正を行うものでございます。

　内容につきましては、先ほど教育総務課長が申しましたように、学校教育課の森林体験学習促進事業委託金で、高瀬小学校を委託校としております。
　21款1項6目、教育債、補正額は1,360万増の、4億6,260万となっております。

　これは、大明地区小中学校建築の設計委託に係るものでございまして、合併特例事業債を充当するようにしております。

　２ページをお願いいたします。

　歳出でございます。

　10款1項3目、こちらは、2,349万9千円増の2億8,617万となります。
　事業といたしまして、大明小中学校校舎新増改築事業で、内容といたしまして、委託費、基本設計、実施設計、既存校舎・プール・体育館の除去設計、仮設校舎の設計の委託料となっております。
　次に、10款2項2目、教育振興費、30万の増で、合わせまして、1億4,452万8千円となります。
　こちらは、負担金・補助及び交付金で、高瀬小学校へ森林体験学習促進事業に対し、30万円を交付するものとなっております。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第42号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、ご意見・ご質問はございませんか。
　２ページの歳出の教育振興費の中で、高瀬小学校が森林体験学習促進事業として、市から30万交付になっていますけど、全部で30万ですか。
　はい、そうです。
　去年も30万ですか。
　はい。県から市に入ってきて、市から高瀬小学校に交付するという形で、昨年度と同様の30万です。
　県から直接、高瀬小には交付しないのですか。
　県から直接高瀬小ではなくて、それを一度、市の歳入として受けます。

　はい、わかりました。

　30万でできる事業としては、どのような事業がありますか。
　４ページをお願いいたします。

　事業スケジュールをいたしまして、７月から３月までいろんな事業をいたしますが、学校林の歴史・植生・地形等の学習とか、学校林の下草刈りとかに係る経費、８月の森林環境問題についての教職員の研修として、教員１名を先進地視察として熊本県の学校に行かせますので、それの旅費。
　前津江の原生林を見に行ったり、下流域の久留米に行ったりするためのバス借り上げ料とかがあります。
　これは、外部に委託して指導していただく人とかはいますか。

　営林署ＯＢの財津さんがインストラクターとして、学校に入ります。

　他にございませんか。

　

　この事業は大分県独自のものではなくて、全国的に森林環境体験を促進している事業ですよね。
　全国的にやっているかはわかりませんが、県の予算を使ってやっている事業です。
　県が決めたということは、国全体として環境を守っていこうという流れの中の一環としての事業と思います。
　高瀬小以外で学校林を持っているところはありますか。
　全部は覚えていませんが、中津江小、静修小、戸山中とかありますが、調べて後で報告させていただきます。

　他の学校もこの事業をやろうと思えばやれますか。

　やろうと思えばやれます。

　この事業は学校の希望ですか。

　学校からの希望だったり、市教委からお願いすることもあります。

　機会がありましたら、他の学校もお願いします。

　その件に関してでございますが、高瀬小学校の前が静修小学校で、この事業を実施しており、その前は戸山中学校がやっております。

　１年ないし２年、そういう環境が揃っている学校に回しているという状況でございます。
　他にご意見ございませんか。

　それでは、議案第42号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、原案のとおり議決いたします。
　議案第43号、赤石小学校曾家分校用地の変更について、教育総務課お願いします。
　議案集の２ページとその後についております図面をお願いします。

　議案第43号、赤石小学校曾家分校用地の変更についてでございます。
　本議案は、理由のところに書いてありますが、県の総合流域防災事業急傾斜地崩壊対策事業によりまして、急傾斜地の点検調査を行った結果、曽家分校用地の法面、図面の黄色の斜線部分になりますが、その法面部分が、崩壊の危険性が高いことが調査の結果、判明いたしましたので、県の当事業によりまして、急傾斜地崩壊対策工事を行うものでございまして、事業にあたりまして、その対象用地を県に譲渡するというものでございます。

　そのために、現在、教育総務課の所管であります、学校用地を普通財産として、総務企画部総務課の方に所管換えして、県に譲渡するものでございます。
　総務企画部総務課へ所管換えする土地は、黄色の斜線部と赤色で塗られている部分でございまして、日田市前津江町赤石字イラ迫3121番9、3121番10及び3121番11の３筆で、面積が合計で1,099㎡でございます。

　なお、赤色の部分につきましては、今回の法面の対策工事の事業用地には該当しませんが、残地として残りますので、併せて県へ譲渡しようとするものでございます。
　また、農林振興部森林保全課から教育総務課へ所管されます、日田市前津江町赤石字イラ迫3121番6でございますが、上の黄色で囲んでいる左端にある縦長の長方形をしている土地でございます。
　面積は346㎡ございますが、地目が山林とありますが、実は平成17年の市町村合併時に、前津江村から日田市に財産として移管された際に、地目が山林のままで移管されたために、現在、森林保全課が山林として、所管している土地でありますが、実質的に学校用地でありますことから、今回、これに併せて、教育総務課へ学校用地として所管替えを行うものでございます。
　それから、3121-6番地の下に3121-12という土地がございますが、これも前津江村から日田市に地目が山林のまま移管されたもので、森林保全課所管の土地でございますが、今回の急傾斜地崩壊対策工事の対象となる法面で、この土地は教育総務課を通さずに、直接総務課へ所管替えを行い、総務課から県に譲渡することになっておりますで、今回のこの議案の対象としてはあがっておりません。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第43号、赤石小学校曾家分校用地の変更について、ご意見・ご質問ございませんか。
　ありませんか。
　よく説明していただきましたので、わかりました。
　それでは、議案第43号は原案のとおり議決いたします。
　議案第44号、日田市心身障害児適正就学指導員の委嘱について、学校教育課お願いします。
　３ページ、４ページをお願いします。

　これは、日田市心身障害児適正就学指導委員を役員の任期終了にともない、新に委員を委嘱するものでございます。

　３ページ、４ページに委員のお名前をあげさせていただいておりますが、新任が５名おります。新任につきましては、人事異動に伴う異動ということで、新にそのポストということで５名の委員さんを委嘱するといった形をとっております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第44号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱について、ご意見ございませんか。

　地域別調査員が４名おられますが、以前は、大山、前津江など旧郡部の担当が４名おられましたけど、これはどうなっているのでしょうか。
　地域別ということで、旧市内の全中学校の代表として三隈中の校長、全小学校の代表として光岡小の校長、振興局管内の全中学校の代表として東渓中の校長、全小学校の代表として馬原小の校長に依頼をしております。
　以前とまた違いますね。
　以前と申しますと、昨年ですか。

　昨年じゃなくて、地域割りが変わったわけですね。
　確認をして後で報告いたしますが、新市になりまして、旧市内の中学校から１名、小学校から１名、振興局管内の中学校から１名、小学校から１名という形で依頼をするものでございます。
　代表の先生方がおられるわけですね。

　はい、他にございませんか。
　この委員会の開催は定期的なものなのか、必要に応じて開催されるんでしょうか。
　適正就学指導委員会というものは、例年11月の下旬か12月のはじめに２回開催しております。
　その内の１回は、今から義務制の上がる新入生、小学１年生を迎える児童を対象とし、２回目は今現在小中学校に在学している小中学生を対象としており、それぞれ年１回でございます。
　他にございませんか。
　だいたいの人数を教えていただいてよろしいですか。たぶん、特に在学生が増えてきていると思いますが。
　在学というよりも、新入児の方が増えている傾向があります。数字の方は今持ち合わせていないので、後ほど報告させていただきますが、昨年の例をみますと、新入生の数が非常に多く、この委員会の時間が足らず、１日では終らない状況もできつつあります。
　情報といたしましては、福祉の方からくる情報、社会福祉協議会からくる情報、直接保育園や幼稚園からいただく情報等をこちらで精査いたしまして、担当が幼稚園などに出かけて、様子をみたり、更には、ウイスクの検査結果等の資料を集めるなど、年々多くなっている傾向はございます。
　全国的に多くなっているとは思いますけれど、原因の究明とかはやっていないのですか。
　非常に特定するのは難しく、一説によりますと、食べ物、環境ホルモンとか指摘はなされてはいますけれども、明らかにこれだという定説は今のところわかっておりません。
　他にございませんか。
　それでは、議案第44号、日田市心身障害児適正就学指導委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　議案第45号、日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、中央公民館お願いします。
　５ページでございます。
　日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱でございます。

　現在、13名の運営審議会委員がおりますが、今回新に委員の異動が生じたために、委員２名を委嘱するものでございます。

　氏名につきましては、桂林小学校の渡邊良枝氏を新に委員として、また、社会教育関係者として長尾洋子氏、この方は現在中央公民館のエアロビクス教室生でございますが、２名を新に委員の委嘱するものでございます。
　なお、在任期間につきましては、前任者の残りとなりますので、平成23年3月31日までとなります。
　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第45号、日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、いかがでしょうか。

　よろしいでしょうか。

（はいという声あり）

　それでは、議案第45号、日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱については、原案のとおり議決いたします。
　議案第46号、日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付規則の時期を定める告示の一部改正について、文化財保護課お願いします。
　議案第46号、６ページから７ページにかけてでございます。
　日田市補助金等交付規則第４条の規定によります、補助対象、補助率及び補助金等交付規則の時期を定める告示の一部を下の表のように改正するものでございます。

　下の表に基づきまして、説明をさせていただきます。

　まず、６ページの改正前にあります名称の中の、「大野老松天満社補助金、大野楽保存会補助金、もちつきまつり保存会補助金」につきましては、指定文化財となっておりますので、７ページをご覧ください、７ページの左側のいちばん上にございます、「指定文化財保護事業補助金」に該当いたしますので、整理をするという意味で、まとめてこれに含めることといたしました。
　同じく７ページ右側の上から２番目の「五馬くにち楽補助金」につきましても、市の指定をしておりますので、同じく「指定文化財保護事業補助金」に該当いたしますので、その中にまとめるという形になります。

　それから、７ページの右側のいちばん上、「郷土芸能保存補助金」、１つ飛ばして「盆踊り保存会補助金」、これらにつきましては、現在、団体が存在しておりませんので、改正後には削除いたします。
　それから、左側に新に、黒で囲んでおります、下の２項目ですが、「日田祗園囃子保存会補助金」、「豆田地区まちづくり協議会補助金」を新たに加えるものでございます。
　それともう１点が、補助金等の申請の時期でございますが、補助金を受けようとする年度の３月末日までということに統一をするものでございます。

　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第46号、日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付規則の時期を定める告示の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。

　この補助を受ける対象者が、たまたまでしょうが、２つ抜けて、２つ入っているような形になっていますが、対象者の数が決められているのですか。

　全く数等には関係はございません。

　ちなみに補助金の総予算額は決まっていますか。それとも、限られた予算額の中から配分していく形ですか。
　文化財保護課が取り扱っている分につきましては、指定された文化財等については、こういった助成をやるというのが基本になっていますが、当然、予算の範囲内で助成を行うことになります。補助金の合計額は手元に資料がございませんので、後ほどご報告いたします。
　対象の団体が申請するのですか、文化財保護課が指定するのですか。
　助成をしてもらいという協議をいたしますが、助成が本当に必要なのか審議して、財政担当課へ予算化をお願いしていく形になります。
　現時点では、この項目に当てはまるものであれば、その中で協議を行い、予算化していくかどうかということになります。
　協議があるということは、申請があるということですか。

　正式な申請となれば、補助金の申請となりますので、前段の協議が必要になってこうおうか思います。
　文化財愛護少年団活動費補助金はどんな活動をしているのですか。
　出口小学校と大野小学校が少年団を結成していますが、その活動に対して補助しており、額的には小額ですが１万円を補助していますので、内容的に大きな活動に対しての助成ではありません。
　くにち楽や大野楽へ参加といった感じですか。
　申し訳ありません、細かいところまではわかりません。
　他にご意見ございませんか。
　昨年度の補助金の合計額はどのくらいになりますか。

　調べまして後ほど、ご報告いたします。

　はい、よろしくお願いします。

　他にございませんか。

　それでは、議案第46号について、原案のとおり議決いたします。

　議案第47号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、文化財保護課お願いします。
　議案第47号でございます。８ページから９ページをお願いします。

　日田市町並み保存審議会委員の委嘱についてでございますが、５月いっぱいをもちまして、任期が満了になりますことから、新に委嘱をお願いするのもでございます。
　１号委員から９ページの５号委員までございますが、２号委員の行政機関の職員が今回４月の異動で、３名新任となっています他は、以前お願いしておりました委員の方々を再任ということで、お願いしたいと思っております。
　なお、９ページの５号委員の中で、空欄になっているところがございますが、これにつきましては、日田市都市景観審議会会長にお願いすることになっておりますが、これは土木建築部が担当しておりますが、現在まだ決まっておりませんので、決まり次第お願いをするということにいたしております。
　任期につきましては、24年５月31日までとなっております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第47号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱についで、ご意見はございませんか。
　町並みを保存するための委員会ですけれども、例えばどういうことを、守るだけのものでしょうか、それとも、何か新しくここを替えようとかいうことまで論議しているのでしょうか。

　この町並み保存審議会委員に審議をお願いしている主な内容といたしましては、豆田の伝建地区の中の建物等の修理・修景、それから、特定物件といたしております、水路・道路の整備等について審議をいただき、答申をいただくとういう内容でございます。
　豆田が主ですか。
　豆田が主な形になっております。
　他の地域はまた課が違うわけですか。
　豆田町につきましては、伝統的建造物群保存地区ということで、国の指定の中でやっておりますが、それ以外に土木建築部が持っております、都市景観形成地区として、隈、それから伝統的建造物群保存地区として重なっていますが豆田や、月隈公園の周辺は都市景観形成地区として市の条例で定めていますが、この部分の審議につきましては、先ほど申しました都市景観審議会が別ございますので、そちらで審議をいただいておるところでございます。
　他にございませんか。
　この方々でよろしいでしょうか。

（はいという声あり）
　それでは、議案第47号の日田市町並み保存審議会委員の委嘱についは、原案のとおり議決いたします。
　議案第48号、咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例の施行期日を定める規則の制定について、並びに、議案第49号、咸宜園教育研究センター運営委員会委員の委嘱について、この２つを文化財保護課お願いします。
　議案第48号が10ページ、それから議案第49号が11ページとなります。続けて説明をさせていただいてもよろしいでしょうか。

　はい。

　咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例の施行期日を定めるとういうことですが、咸宜園教育研究センターが本年22年の10月２日にオープンをするということにいたしておりますので、この日を施行期日と定めるものでございます。
　次に、11ページの咸宜園教育研究センター運営委員会委員の委嘱についてでございますが、咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例施行規則第15条第２項の規定に基づきまして、そこに記載しております９名の方に咸宜園教育研究センターの運営委員をお願いするものでございます。
　任期につきましては、本年６月１日から２カ年、委嘱をしたいと思っております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。

　それでは、はじめに議案第48号の咸宜園教育研究センターの設置及び管理に関する条例の施行期日を定める規則の制定について、ご意見、これでよろしいでしょうか。

　10月２日ということです、オープンが。

　それでは、議案第48号につきましては、原案のとおり議決いたします。

　それと、只今の議案第49号、咸宜園教育研究センター運営委員会委員の委嘱について、ご意見ございませんか。
　９名の方々です。これでよろしいでしょうか。
（はいという声あり）
　それでは、議案第49号、咸宜園教育研究センター運営委員会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　議案第50号、日田市教育委員会事務委任規則の一部改正について、体育保健課お願いします。
　体育保健課です。

　これにつきましては、日田市スポーツ振興計画策定委員会委員の委嘱につきまして、教育委員会の教育長への委任事務の一部について、日田市スポーツ振興計画策定委員会委員を加えるものでございます。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　議案第50号、日田市教育委員会事務委任規則の一部改正について、ご意見ございませんか。

ありませんか。
（はいという声あり）
　それでは、議案第50号、日田市教育委員会事務委任規則の一部改正について、原案のとおり議決いたします。
　議案第51号、日田市スポーツ振興計画策定委員会委員の委嘱について、体育保健課お願いします。
　14ページと別紙をお願いします。

　日田市スポーツ振興計画策定委員会設置要綱に基づきまして、委員の委嘱をお願いするものでございます。
　委員は別紙の15名でございます。
　任期につきましては、平成23年３月31日までとなっております。

　なお、この人選につきましては、各団体から推薦をいただいたものでございます。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第51号、日田市スポーツ振興計画策定委員会委員の委嘱について、この方々でよろしいでしょうか。
　委員の中では委員長さんとか決定しているのですか。
　この中から委員長を互選という形で、委員会を進行していきたいと思っています。
　６月中旬までには、第１回目の委員会を開催したいと考えております。

　それでは、副委員長さんもいるということですね。
　後で調べてご報告いたします。
　少しお聞きしますが、スポーツ振興計画の内容はどういったものですか。例えば、何月何日なんとか大会を開催するとかそういう内容ですか。
　日田市の今後のスポーツ振興をトータル的に考えていこうということでの計画でございます。
　中身につきましては、健康増進の観点から生涯スポーツの振興どうやっていくのかとか、それと競技スポーツ振興という形での、日田市でのトータル的なスポーツ振興どのように推進していくのかというような計画でございます。

　委嘱される方をあまり知らないが、スポーツに関してとても詳しい方々ですか。
　１番目の竹井信之さんですが、日田市体育協会の副会長をしておりまして、日田市の軟式テニスの事務局をやっております。

　２番目の長澤国夫さんですが、日田市体育協会の理事長をしております。
　３番目の石田元彦さんは、大分県体育協会のスポーツ指導者協議会の日田ブロック会長ということで、この方は陸上をしております。
　４番目の石田正威さんは光岡地区体育協会長で、地区体協から推薦をいただいております。

　５番目の矢野隆久さんについては、日田市バスケットボール協会の事務局長さんです。

　６番目の梶原京子さんは日田市体育指導委員協議会会長で、バレーボールをしております。

　７番目の岡本泰満さんですが、この方は日田市体育指導委員協議会副会長をなされております。

　８番目の一木清登さんにつきましては、日田市スポーツ少年団副本部長ということで、スポーツ少年団の指導者ということでございます。

　９番目の佐藤國晴さんにつきましては、日田市老人クラブ連合会事務局長でございまして、本人はバドミントンをしております。

　10番目の野田清人さんにつきましては、障害福祉団体の関係で、日田市身体障害者福祉協議会会長さんをなされておりますので、障がい者スポーツ関係で、アドバイスをいただきたいといことで、入っていただいております。
　11番目の辛島寿光さんですが、日田市中学校体育連盟副理事長さんでございます。
　12番目の梅木孝史さんは、体育主任・市体育部会員でございます。

　13番目の中嶋英幸さんは、唯一日田市にあります、総合型スポーツクラブという立場から、天瀬のＢ＆Ｇを拠点にして活動しております、あまがせスポーツクラブ事務局長ということで入っていただいております。
　それと、福祉関係から福祉保健部長、教育委員会から教育次長が入っており、計15名という構成でございます。
　ありがとうございました。

　ほとんどの部門から出られていますね。
　他にございませんか。
　よろしいでしょうか。
（はいという声あり）
　それでは、議案第51号、日田市スポーツ振興計画策定委員会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　次に報告事項をお願いいたします。
　東部中学校プール事故の訴状の提出について、教育総務課お願いします。
　東部中学校プール事故についてでございます。

　平成20年の６月に東部中学校のプールで、水泳部の部員が飛び込み練習の際に、プールの底で頭を打ちまして、頚椎損傷の障害を負っております。

　その障害に対します、損害賠償請求ということで、大分地裁日田支部へ正式に訴状が提出されました。

　これにつきましては、５月11日に日田市へ口頭弁論期日、呼び出し及び答弁書の催告状が届いております。
　今後、正式な裁判として取り扱っていくことになりますので、ご報告いたします。
　以上でございます。

　只今の件につきまして、何かございませんか。
　たいへんお気の毒な事故でございますが、誠意を持って対応してもらいたいと思います。
　次、お願いします。
　北部中学校における落書き事案についてお願いします。

　北部中学校の校舎の落書きにつきましては、新聞報道等でご存知とは思いますが、５月20日午前６時40分頃、北部中学校の教職員が通勤したところ、校舎１階の壁面、それから入口のドア等にかなり大規模な落書きがなされておりまして、いわゆるスプレーによる落書きでございました。
　規模的にかなり大きいこともありましたので、市教委といたしましては、登校時に生徒の目に触れないような措置を行いながら、日田警察署の生活安全課に通報いたしまして、正式に被害届を提出させていただいております。
　その対応につきましては、現在、警察で捜査を引き続き行っていただいておりますし、窓ガラス、壁面の落書きにつきましては、当日から翌日にかけまして、業者に委託し、消去・補修する作業を終えているところでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　ご質問ございませんか。
　では、次お願いします。

　学校給食における異物混入についてお願いします。

　体育保健課からです。
　５月６日に発生いたしました学校給食における異物混入につきまして、改めてご報告を申し上げます。

　事故の概要につきましては、事故の発生日は５月６日の木曜日、大明中学校及び東有田中学校の給食のおかずに、調理釜のふたの内側金具である、座金・ナット・ワッシャが混入していた。

　部品は直ぐに全部回収されまして、幸いにも生徒に体調の異状を訴える者はいなかったということでございます。
　それに伴いまして、原因としましては、ねじの緩みにより脱落したもので、当日のメニューがカレービーンズだったため、調理釜の目視での確認ができなかった。
　それから、昨年の12月に、この調理釜を修理しましたけれども、その際ナットの取り付けを逆向きにしてしまったということが、原因としてわかっております。
　次に事の経緯ですけれども、５月６日12時30分頃、大明中から金属類が入っていることの連絡がありまして、大明中に給食の中止を依頼するとともに、調理器具の確認を行うよう指示いたしました。
　給食センター所長と栄養士が大明中学校へ混入物の確認に行きまして、そこで、5cm×5cm、厚さ3mmの座金と直径7mmのナットを確認いたしたところでございます。
　給食を中止したわけでございますので、おかずの代替として、中学生は部活動等がございますので、パン・牛乳等を手配したところでございます。
　その後、13時30分頃、東有田中学校から、金属が混入しているとの連絡が入りまして、所長と栄養士が東有田中学校へ確認に行きました。食かんの底に金属類のワッシャが１個があったとの説明を受けました。
　東有田中学校につきましては、食べてしまった後で、お代わり用の底にワッシャが入っていたということで、東有田中学校につきましては、既に食していたということになります。
　その後調理場の検査を行いまして、２号釜の部品がなくなっていることが確認されました。
　業務責任者から他の調理釜については、異状がないことの報告を受けております。
　16時30分の給食の打ち合わせ会議時に再度、機械器具の点検を指示しました。

　大明中学校からは、保護者宛の文書を配布しております。

　５月７日に再度、所長と栄養士が大明中に行きまして、状況の説明を行っております。

　５月10日に受託業者へ異物混入についての報告を文書で回答するよう指示しました。
　５月11日に受託業者から文書報告を受けまして、教育長と学校給食センター所長の連名で、大明中学校と東有田中学校の保護者へ異物混入の説明とお詫びの文書を配布したところでございます。
　５月12日に教育次長が給食センターへ行き、受託業務責任者に安全確認の徹底、始業・終業時の確認、日常業務の点検について厳しき指導を行ったところでございます。
　また、他の全給食調理場へ安全確認の徹底を文書にて指示したところでございます。

　今後の安全対策につきましては、１つめが業務委託内容の整理ということで、調理器具の点検をより具体的に行うよう委託内容の見直しを行うことで、只今、委託業者へ市教委の考えを提示して協議に入っております。
　２つめに安全点検の実施ということで、調理機器類の始業・終業時の点検及び確認を徹底する。全調理器具の点検と買い替え等の検討を行う。調理員に対する安全管理意識の徹底を図るという指導を徹底するということでございます。
　３つめに危機管理体制の整備ということで、危機管理マニュアルを早急に整備する。現在、素案を作成し見直しを図っているところでございます。

　次に職員の対する危機管理の徹底ということで、教育次長より指導がございました。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　これについて、何かご意見ございませんか。

　子どもたちの体に害がなくて、被害がなくて、ほっとしておりますが、今後の安全対策についてもよくされていると思いますので、十分気をつけていただきたいと思います。
　次お願いします。

　吹上遺跡出土品重要文化財指定記念展示について、文化財保護課お願いします。
　お手元にチラシと簡単な概要をお配りさせていただいておりますが、これは、平成７年の第６次調査で出土いたしました内の577点が国の文化審議会におきまして、重要文化財指定の答申を受けたところでございます。
　この内約300点ほどを展示したいとうことで、期日等につきましては、お手元のチラシに書いてありますが、６月20日に10時からオープニング行事を行いまして、７月11日まで期間、この展示会を催したいと考えております。
　なるべく、多くの方に見ていただきたいということで、市のホームページ、ポスターやこのチラシ、広報ひたへの掲載、記者発表等を含めまして、多くの方にお知らせをして、ご覧いただきたいということでございます。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　是非、行ってみたいと思います。

　皆さんもお願いします。
　次お願いします。
　世界遺産登録検討委員会についてお願いします。
　私の方から１点ご報告がございます。

　今朝の新聞等ご覧になったかと思いますが、昨日、４月の定例教育委員会でご承認いただきました５名の委員の方をお招きいたしまして、第１回目の日田市の世界遺産登録検討委員会を立ち上げました。

　別府大学の豊田寛三学長がご欠席でございましたが、委員の互選によりまして、豊田学長と同じ大学の後藤宗俊先生に副会長にご承認していただいたらどうかというご意見が出ました。
　会長の豊田学長が欠席をしておりましたので、後日、改めて会長の就任のお願いに行きながら、ご相談させていただきましたら、改めて、ご報告をさせていただきたいと思います。
　あと、書記の方から６月の行事日程表をお配りしていると思いますが、裏面を見ていただきますと、７月２日に世界遺産登録推進講演会を予定いたしております。

　講師といたしまして、筑波大学の教授で同大学院で世界遺産学専攻長をしております、日高健一郎さんをお招きをして、世界遺産に登録に向けた意義などを講演していただこうと思っております。
　時間等と演題については、先生と詰めの最中でございますが、日高先生は最終的に、世界文化会議が各国から提出されました世界遺産の登録について、載せるか載せないかを協議する前段の調査研究を行います、ＩＣＯＭＯＳ（イコモス）という会議がありますが、その会議の日本からの唯一の委員でいらっしゃる方で、日本でこういった研究の第一人者をお呼して、講演会をお願いしようと思っています。
　演題、時間等が決まりましたら、また改めましてご連絡申し上げますので、是非、ご聴講お願いしたいと思います。
　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。
　パトリア日田では大ホールで開催するのですか。
　残念ながら小ホールで行います。
　多くの人を集めて、していただきたいと思います。

　水戸市へは市長は行かれるのですか。
　７日の水戸は、初めて市長が水戸市長へ表敬訪問をしていただくということで予定を取っております。

　いよいよ、世界遺産の登録に向けて、活動が始まった感じですけど、何卒がんばってください。

　次お願いします。

　寄附採納報告平成22年4月期採納分、お願いします。
　議案集の15ページをお願いします。
　平成22年4月期分の寄附採納が２件ございましたので報告いたします。
　１件目は「日田の朝霧」という題の朝霧がかかった天領大橋の風景写真パネルを淡窓図書館へ寄附をいただきました。
　２件目は「激動の昭和を語り継ぐ」、「天領日田・玖珠の義民穴井六郎右衛門と代官政治」の小冊子を各65冊づつを市内小中学校へいただきました。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　ご質問ございませんか。
　高瀬さんはどういう方ですか。
　玉川町の老人会の会長です。
　以前は自治会長さんをしておりました方です。
　ありがとうございます。
　先ほどの文化財指定の補助金の額がわかりましたので、ご報告してよろしいでしょうか。
　はい、どうぞ。
　平成21年度の日田市の予算額は、無形文化財につきましては103万円、有形文化財につきましては48万1千円です。
　それから、今年度の予算額としましては、無形文化財につきましては100万5千円、有形文化財につきましては78万1千円です。

　これはあくまでも市だけの補助金の予算でございますので、直接、国・県の方から補助団体の方に行く場合がありますので、事業費にするとかなり大きなものもありますし、国・県補助がない場合は小額になります。
　市の予算としては以上です。
　はい、ありがとうございます。

　他になにかご意見ございませんか。

　先ほど、教育長からありましたが、中学生・高校生の飛び出しや、夕方の無灯火で、制服が真っ黒で、あれでこられたら分からないです。これは徹底的に教育関係者から注意していかないと、これから自転車事故が増加するといわれていますので、日田市は是非がんばっていただきたい。
　ご意見が出たので、併せて言いますが、今回は老人の方がけがをされたのですが、今、自転車で前と後ろに乳幼児を乗せて運転しているお母さんがいます。

　そのような自転車にぶつかったら、それこそ子どもは頭が重いので、いちばんに落ちるので、そこがとても心配です。
　指導の方をよろしくお願いします。
　他にございませんか。
　それでは、最後に６月期の定例教育委員会会議の日程についてお願いします。
　行事日程表にございますように、６月期につきましては、６月30日水曜日、午後３時から開催したいと思います。
　以上でございます。

　６月30日水曜日、午後３時からです。

　皆さん、よございましょうか

　日程の調整をお願いします。
　それでは、本日の会議を終了いたします。

　皆さん、たいへんお疲れ様でございました。

午後４時10分終了
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